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第
千
十
四
条
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

２

遺
産
の
分
割
の
方
法
の
指
定
と
し
て
遺
産
に
属
す
る
特
定
の
財
産
を
共
同
相
続
人
の
一
人
又
は
数
人
に
承
継
さ

せ
る
旨
の
遺
言
（
以
下
「
特
定
財
産
承
継
遺
言
」
と
い
う
。）が
あ
っ
た
と
き
は
、
遺
言
執
行
者
は
、
当
該
共
同
相

続
人
が
第
八
百
九
十
九
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
対
抗
要
件
を
備
え
る
た
め
に
必
要
な
行
為
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

３

前
項
の
財
産
が
預
貯
金
債
権
で
あ
る
場
合
に
は
、
遺
言
執
行
者
は
、
同
項
に
規
定
す
る
行
為
の
ほ
か
、
そ
の
預

金
又
は
貯
金
の
払
戻
し
の
請
求
及
び
そ
の
預
金
又
は
貯
金
に
係
る
契
約
の
解
約
の
申
入
れ
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
た
だ
し
、
解
約
の
申
入
れ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
預
貯
金
債
権
の
全
部
が
特
定
財
産
承
継
遺
言
の
目
的
で
あ
る

場
合
に
限
る
。

４

前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
被
相
続
人
が
遺
言
で
別
段
の
意
思
を
表
示
し
た
と
き
は
、そ
の
意
思
に
従
う
。

第
千
十
五
条
及
び
第
千
十
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
遺
言
執
行
者
の
行
為
の
効
果
）

第
千
十
五
条

遺
言
執
行
者
が
そ
の
権
限
内
に
お
い
て
遺
言
執
行
者
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
し
た
行
為
は
、
相
続
人

に
対
し
て
直
接
に
そ
の
効
力
を
生
ず
る
。

（
遺
言
執
行
者
の
復
任
権
）

第
千
十
六
条

遺
言
執
行
者
は
、
自
己
の
責
任
で
第
三
者
に
そ
の
任
務
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
遺

言
者
が
そ
の
遺
言
に
別
段
の
意
思
を
表
示
し
た
と
き
は
、
そ
の
意
思
に
従
う
。

２

前
項
本
文
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
者
に
任
務
を
行
わ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
と
き

は
、
遺
言
執
行
者
は
、
相
続
人
に
対
し
て
そ
の
選
任
及
び
監
督
に
つ
い
て
の
責
任
の
み
を
負
う
。

第
千
二
十
五
条
た
だ
し
書
中
「
そ
の
行
為
が
」
の
下
に
「
錯
誤
、」を
加
え
る
。

第
五
編
第
八
章
中
第
千
四
十
四
条
を
削
り
、
第
千
四
十
三
条
を
第
千
四
十
九
条
と
す
る
。

第
千
四
十
二
条
の
見
出
し
中
「
減
殺
請
求
権
」
を
「
遺
留
分
侵
害
額
請
求
権
」
に
改
め
、
同
条
中
「
減
殺
の
」
を

「
遺
留
分
侵
害
額
の
」
に
、「
減
殺
す
べ
き
」
を
「
遺
留
分
を
侵
害
す
る
」
に
改
め
、同
条
を
第
千
四
十
八
条
と
す
る
。

第
千
四
十
条
及
び
第
千
四
十
一
条
を
削
る
。

第
千
三
十
九
条
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
中
「
こ
れ
を
贈
与
」
を
「
当
該
対
価
を
負
担
の
価
額
と
す
る
負
担
付
贈

与
」
に
改
め
、
同
条
後
段
を
削
り
、
同
条
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。

負
担
付
贈
与
が
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
第
千
四
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
贈
与
し
た
財
産
の
価
額
は
、
そ
の

目
的
の
価
額
か
ら
負
担
の
価
額
を
控
除
し
た
額
と
す
る
。

第
千
三
十
九
条
を
第
千
四
十
五
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
遺
留
分
侵
害
額
の
請
求
）

第
千
四
十
六
条

遺
留
分
権
利
者
及
び
そ
の
承
継
人
は
、
受
遺
者
（
特
定
財
産
承
継
遺
言
に
よ
り
財
産
を
承
継
し
又

は
相
続
分
の
指
定
を
受
け
た
相
続
人
を
含
む
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
受
贈
者
に
対
し
、
遺
留
分
侵

害
額
に
相
当
す
る
金
銭
の
支
払
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

遺
留
分
侵
害
額
は
、第
千
四
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
遺
留
分
か
ら
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
、

こ
れ
に
第
三
号
に
掲
げ
る
額
を
加
算
し
て
算
定
す
る
。

一

遺
留
分
権
利
者
が
受
け
た
遺
贈
又
は
第
九
百
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
贈
与
の
価
額

二

第
九
百
条
か
ら
第
九
百
二
条
ま
で
、
第
九
百
三
条
及
び
第
九
百
四
条
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
相
続
分
に
応

じ
て
遺
留
分
権
利
者
が
取
得
す
べ
き
遺
産
の
価
額

三

被
相
続
人
が
相
続
開
始
の
時
に
お
い
て
有
し
た
債
務
の
う
ち
、
第
八
百
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
遺
留
分
権

利
者
が
承
継
す
る
債
務
（
次
条
第
三
項
に
お
い
て
「
遺
留
分
権
利
者
承
継
債
務
」
と
い
う
。）の
額

（
受
遺
者
又
は
受
贈
者
の
負
担
額
）

第
千
四
十
七
条

受
遺
者
又
は
受
贈
者
は
、
次
の
各
号
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
遺
贈
（
特
定
財
産
承
継
遺
言
に

よ
る
財
産
の
承
継
又
は
相
続
分
の
指
定
に
よ
る
遺
産
の
取
得
を
含
む
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
贈
与

（
遺
留
分
を
算
定
す
る
た
め
の
財
産
の
価
額
に
算
入
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。）の
目

的
の
価
額
（
受
遺
者
又
は
受
贈
者
が
相
続
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
価
額
か
ら
第
千
四
十
二
条
の
規
定

に
よ
る
遺
留
分
と
し
て
当
該
相
続
人
が
受
け
る
べ
き
額
を
控
除
し
た
額
）
を
限
度
と
し
て
、
遺
留
分
侵
害
額
を
負

担
す
る
。

一

受
遺
者
と
受
贈
者
と
が
あ
る
と
き
は
、
受
遺
者
が
先
に
負
担
す
る
。

二

受
遺
者
が
複
数
あ
る
と
き
、
又
は
受
贈
者
が
複
数
あ
る
場
合
に
お
い
て
そ
の
贈
与
が
同
時
に
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
と
き
は
、
受
遺
者
又
は
受
贈
者
が
そ
の
目
的
の
価
額
の
割
合
に
応
じ
て
負
担
す
る
。
た
だ
し
、
遺
言
者
が

そ
の
遺
言
に
別
段
の
意
思
を
表
示
し
た
と
き
は
、
そ
の
意
思
に
従
う
。

三

受
贈
者
が
複
数
あ
る
と
き
（
前
号
に
規
定
す
る
場
合
を
除
く
。）は
、
後
の
贈
与
に
係
る
受
贈
者
か
ら
順
次
前

の
贈
与
に
係
る
受
贈
者
が
負
担
す
る
。

２

第
九
百
四
条
、
第
千
四
十
三
条
第
二
項
及
び
第
千
四
十
五
条
の
規
定
は
、
前
項
に
規
定
す
る
遺
贈
又
は
贈
与
の

目
的
の
価
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３

前
条
第
一
項
の
請
求
を
受
け
た
受
遺
者
又
は
受
贈
者
は
、
遺
留
分
権
利
者
承
継
債
務
に
つ
い
て
弁
済
そ
の
他
の

債
務
を
消
滅
さ
せ
る
行
為
を
し
た
と
き
は
、
消
滅
し
た
債
務
の
額
の
限
度
に
お
い
て
、
遺
留
分
権
利
者
に
対
す
る

意
思
表
示
に
よ
っ
て
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
負
担
す
る
債
務
を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
当
該
行
為
に
よ
っ
て
遺
留
分
権
利
者
に
対
し
て
取
得
し
た
求
償
権
は
、
消
滅
し
た
当
該
債
務
の
額
の
限
度
に

お
い
て
消
滅
す
る
。

４

受
遺
者
又
は
受
贈
者
の
無
資
力
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
失
は
、
遺
留
分
権
利
者
の
負
担
に
帰
す
る
。

５

裁
判
所
は
、
受
遺
者
又
は
受
贈
者
の
請
求
に
よ
り
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
負
担
す
る
債
務
の
全
部
又
は
一
部

の
支
払
に
つ
き
相
当
の
期
限
を
許
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
千
三
十
一
条
か
ら
第
千
三
十
八
条
ま
で
を
削
る
。

第
千
三
十
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

第
九
百
四
条
の
規
定
は
、
前
項
に
規
定
す
る
贈
与
の
価
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３

相
続
人
に
対
す
る
贈
与
に
つ
い
て
の
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
一
年
」と
あ
る
の
は「
十

年
」
と
、「
価
額
」
と
あ
る
の
は
「
価
額
（
婚
姻
若
し
く
は
養
子
縁
組
の
た
め
又
は
生
計
の
資
本
と
し
て
受
け
た
贈

与
の
価
額
に
限
る
。）」
と
す
る
。

第
千
三
十
条
を
第
千
四
十
四
条
と
す
る
。

第
千
二
十
九
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
第
一
項
中
「
遺
留
分
」
を
「
遺
留
分
を
算
定
す
る
た
め
の
財
産
の

価
額
」
に
、「
控
除
し
て
、
こ
れ
を
算
定
す
る
」
を
「
控
除
し
た
額
と
す
る
」
に
改
め
、同
条
を
第
千
四
十
三
条
と
し
、

同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て「（
遺
留
分
を
算
定
す
る
た
め
の
財
産
の
価
額
）」を
付
す
る
。

第
千
二
十
八
条
中
「
と
し
て
」
の
下
に
「
、
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
遺
留
分
を
算
定
す
る
た
め
の
財
産
の
価
額

に
」
を
加
え
、「
に
相
当
す
る
」
を
「
を
乗
じ
た
」
に
改
め
、
同
条
各
号
中
「
被
相
続
人
の
財
産
の
」
を
削
り
、
同
条

に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

相
続
人
が
数
人
あ
る
場
合
に
は
、
前
項
各
号
に
定
め
る
割
合
は
、
こ
れ
ら
に
第
九
百
条
及
び
第
九
百
一
条
の
規

定
に
よ
り
算
定
し
た
そ
の
各
自
の
相
続
分
を
乗
じ
た
割
合
と
す
る
。

第
千
二
十
八
条
を
第
千
四
十
二
条
と
し
、
第
五
編
第
七
章
第
五
節
中
第
千
二
十
七
条
の
次
に
次
の
十
四
条
を
加
え

る
。

第
千
二
十
八
条
か
ら
第
千
四
十
一
条
ま
で

削
除

本
則
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
九
章

特
別
の
寄
与

第
千
五
十
条

被
相
続
人
に
対
し
て
無
償
で
療
養
看
護
そ
の
他
の
労
務
の
提
供
を
し
た
こ
と
に
よ
り
被
相
続
人
の
財

産
の
維
持
又
は
増
加
に
つ
い
て
特
別
の
寄
与
を
し
た
被
相
続
人
の
親
族
（
相
続
人
、
相
続
の
放
棄
を
し
た
者
及
び

第
八
百
九
十
一
条
の
規
定
に
該
当
し
又
は
廃
除
に
よ
っ
て
そ
の
相
続
権
を
失
っ
た
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
「
特
別
寄
与
者
」
と
い
う
。）は
、
相
続
の
開
始
後
、
相
続
人
に
対
し
、
特
別
寄
与
者
の
寄
与
に
応
じ
た
額
の

金
銭
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
別
寄
与
料
」
と
い
う
。）の
支
払
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
特
別
寄
与
料
の
支
払
に
つ
い
て
、
当
事
者
間
に
協
議
が
調
わ
な
い
と
き
、
又
は
協
議
を
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
特
別
寄
与
者
は
、
家
庭
裁
判
所
に
対
し
て
協
議
に
代
わ
る
処
分
を
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
た
だ
し
、
特
別
寄
与
者
が
相
続
の
開
始
及
び
相
続
人
を
知
っ
た
時
か
ら
六
箇
月
を
経
過
し
た
と
き
、

又
は
相
続
開
始
の
時
か
ら
一
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

前
項
本
文
の
場
合
に
は
、
家
庭
裁
判
所
は
、
寄
与
の
時
期
、
方
法
及
び
程
度
、
相
続
財
産
の
額
そ
の
他
一
切
の

事
情
を
考
慮
し
て
、
特
別
寄
与
料
の
額
を
定
め
る
。
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